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今月号の連載では，前号に引き続き，RC構造設計指針

（2026年）1）13.2上階柱絞り接合部の規定と上階柱絞りト

形接合部実験2）について紹介する。

■柱主筋を曲げ通し筋とする上階柱絞り接合部

図1の上階柱絞りト形接合部は，絞り寸法e≦梁せい
Dg/6かつ150mm以下の柱主筋を曲げ通し筋としてい

る。この場合，接合部有効せいDjhを梁上下主筋定着長

さ（ℓag1,ℓag2）の平均値とし，指針式（4.1）を満足すると

ともに，柱主筋折曲げ勾配に応じた水平分力に抵抗する

措置を講じることにしている1）。

■柱主筋を曲げ通し筋としない上階柱絞りト形接合部

1）上階柱せいDc2≧上階柱最小せいLao，かつ，柱梁主
筋外定着方式編1）4.1節の定着部拘束筋を配置したうえ

で，下階柱主筋定着長さℓacはフック付き定着長さL2h
以上とし，上階柱主筋定着長さℓacは直線定着長さL2
以上かつ梁下面から15db以上とする。

�db：柱主筋呼び名の値Lao＝指針式（8.1）の梁上端筋
必要定着長さℓgo＋8.1節（2）の最小背面かぶり厚さ
Cb
2）梁上下主筋定着長さℓag1，ℓag2は，下階柱側の梁端仕

口面を定着起点として，指針式（8.1）の必要定着長さ

ℓao以上，12db以上，（3/4）Dc1以上とし，梁主筋定着

部の構造規定はSABTEC指針8.1節（2）による。

Dc1：下階柱せい，db：梁主筋呼び名の値

3）SABTEC指針4.1節（1）の接合部耐力余裕度λp＝
Vpuh/Vmuh≧1.1とし，1）項と2）項の規定を満足する
場合，上階柱絞りト形接合部は，柱主筋を曲げ通し筋と

しなくてもよい。

■上階柱絞り接合部の共通事項

1）上階柱絞り柱梁接合部の場合，横補強筋比pjwhは，

SABTEC指針1）10章（2）（b）と同様，0.3％以上とす
るか，7.1節（1）の接合部必要横補強筋比pjwho以上か

つ0.2％以上とし，接合部横補強筋鋼種は当該接合部の
下階柱横補強筋鋼種と同じとする。また，柱主筋定着

部はSABTEC指針8.2節によるとし，7.2節に準じたか

んざし筋を柱絞り部梁上端に配置する。

2）図2に示すように，上階柱絞り接合部の場合，ト形，十
字形ともに，接合部横補強筋寸法を下階柱横補強筋寸

法と同じにすれば，接合部有効せいDjhは下階柱せい

Dc1としてもよい。

3）上階柱絞りト形接合部の場合，上階柱主筋を下階まで

連続させるか，下階柱主筋定着部と上階柱主筋定着部

の間をあき重ね継手（継手長さL1：RC配筋指針によ

る直線継手長さ，あき寸法：0.2L1かつ150mm以下）3）

とする。ただし，あき重ね継手柱主筋の呼び名はD32

以下とする。

4）ピロティ柱梁接合部は，技術基準解説書付録1-6 「ピ

ロティ形式の建築物に対する耐震設計上の留意点」に

示された柱主筋定着部に関連する制限柱軸力を満足し

なければならない。

■実験計画

通常，機械式定着工法の上階柱絞りト形接合部1）は，

RC造配筋指針9.3節3）と同様，梁せいDg/6以下かつ

150mm以下とし，柱主筋を曲げ通し筋としている。柱主

筋の呼び名が大きいと，柱主筋の曲げ加工が難しいので，

柱主筋を曲げ通し筋としなければ，鉄筋工事の施工性が

よくなるが，そのような上階柱絞りト形接合部の配筋詳細

の仕様は明確でない。

本実験では，柱主筋外定着方式L形接合部4）と同様，

下階柱主筋定着部に定着部拘束筋を配置し，柱主筋を曲

げ通し筋としない柱外面合せと内面合せの上階柱絞りト形

接合部配筋仕様について検討する。

試験体は表1の上階柱絞りト形接合部試験体4体であ
り，試験体形状寸法を図3～図5，各試験体の定着部拘束
筋への引張力伝達係数γHcoを表2，使用材料の強度試験
結果を表3に示す。
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表2　試験体OE-W2,IE-W2の定着部拘束筋への引張力伝達係数γHco

試験体
引張側柱主筋 定着部拘束筋

配筋 act
（mm2）

σcy
（N／mm2）

cQcu/
cQgu

Tcy
（kN） 配筋 AH

（mm2）
σHy

（N／mm2）
THy
（kN） γHco

OE-W2,IE-W2（1）
4-D19 1148 449

2.20 234 2-D10
-2組 284 338 96

0.41

OE-W2,IE-W2（2） 1.00 515 0.19

γHco=THy／Tcy，Tcy=act・σcy／（cQcu／cQgu）：梁降伏時の引張側柱主筋の全引張力

表1　上階柱絞りト形接合部の実験計画

試験体
柱軸力
NC

（kN）

梁 柱 接合部 接合部余裕度

主筋
（鋼種）

pt

上端筋
定着長さ

側面
かぶり

背面
かぶり

上柱
Dc上

（mm）

上柱
Dc下

（mm）

主筋
（鋼種）

pg

横
補強筋

（SD295）

pjwh

定着部
拘束筋

（SD295）
gQju/
gQmu

gQpu/
gQmu

gQau/
gQmu

gQcu/
gQmuℓag2

（mm）
ℓag2
／Dc上

ℓag2
／db

Cs
（mm）

Cs
／db

Cb
（mm）

Cb
／db

OE-W1 350
5-D22
1.37%
SD490

308 0.82 12.3 95 3.8 67 3.0 375 450

12-D19
（2.04%）
1.70%
SD390

2-D10
-3組
0.26%

なし 1.13 1.13 1.47 1.37

OE-W2 350 2-D10-2組 1.24 1.24 1.58 1.59

IE-W1 350 なし 1.13 1.13 1.47 1.37

IE-W2 350 2-D10-2組 1.24 1.24 1.58 1.59

（共通）スパン長：3,000／2mm，階高：1,500mm，梁断面（Bg×Dg）：350×450mm，柱幅（Bc）：450mm
Fc：目標圧縮強度（36N／mm2），上階柱主筋定着長さL=Dg＋15db=450+15×19=735mm
（下階柱主筋定着長さℓag），OE-W1，W2：366mm，IE-W1,W2：400mm，梁横補強筋：2-K100@75，pw=0.54%（KH685）
柱横補強筋：2-K100@75，pw=0.42％（KH685），主筋中心のかぶり厚さ45mm（2.0db），db：鉄筋呼び名の値

表3　使用材料の強度試験結果
（a）コンクリート
σB（N／mm2）εCO（×10－3）Ec（kN／mm2） σt（N／mm2）

38.1 2.12 32.1 2.87

σB：実圧縮強度，εCO：σB時ひずみ
Ec：ヤング係数，σt：割裂強度

（b）鉄筋
使用部位 鋼種 呼び名 σy（N／mm2） σu（N／mm2） 伸び（%）

梁主筋 SD490 D22 532 756 16

柱主筋 SD390 D19 449 654 19

梁，柱横補強筋 KH685 K10 719 891 17

接合部横補強筋，定着部拘束筋 SD295 D10 338 479 31

かんざし筋 SD295 D10 351 492 30

σy：降伏点，σu：引張強さ
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表2　試験体OE-W2,IE-W2の定着部拘束筋への引張力伝達係数γHco

試験体
引張側柱主筋 定着部拘束筋

配筋 act
（mm2）

σcy
（N／mm2）

cQcu/
cQgu

Tcy
（kN） 配筋 AH

（mm2）
σHy

（N／mm2）
THy
（kN） γHco

OE-W2,IE-W2（1）
4-D19 1148 449

2.20 234 2-D10
-2組 284 338 96

0.41

OE-W2,IE-W2（2） 1.00 515 0.19

γHco=THy／Tcy，Tcy=act・σcy／（cQcu／cQgu）：梁降伏時の引張側柱主筋の全引張力

表1　上階柱絞りト形接合部の実験計画

試験体
柱軸力
NC

（kN）

梁 柱 接合部 接合部余裕度

主筋
（鋼種）

pt

上端筋
定着長さ

側面
かぶり

背面
かぶり

上柱
Dc上

（mm）

上柱
Dc下

（mm）

主筋
（鋼種）

pg

横
補強筋

（SD295）

pjwh

定着部
拘束筋

（SD295）
gQju/
gQmu

gQpu/
gQmu

gQau/
gQmu

gQcu/
gQmuℓag2

（mm）
ℓag2
／Dc上

ℓag2
／db

Cs
（mm）

Cs
／db

Cb
（mm）

Cb
／db

OE-W1 350
5-D22
1.37%
SD490

308 0.82 12.3 95 3.8 67 3.0 375 450

12-D19
（2.04%）
1.70%
SD390

2-D10
-3組
0.26%

なし 1.13 1.13 1.47 1.37

OE-W2 350 2-D10-2組 1.24 1.24 1.58 1.59

IE-W1 350 なし 1.13 1.13 1.47 1.37

IE-W2 350 2-D10-2組 1.24 1.24 1.58 1.59

（共通）スパン長：3,000／2mm，階高：1,500mm，梁断面（Bg×Dg）：350×450mm，柱幅（Bc）：450mm
Fc：目標圧縮強度（36N／mm2），上階柱主筋定着長さL=Dg＋15db=450+15×19=735mm
（下階柱主筋定着長さℓag），OE-W1，W2：366mm，IE-W1,W2：400mm，梁横補強筋：2-K100@75，pw=0.54%（KH685）
柱横補強筋：2-K100@75，pw=0.42％（KH685），主筋中心のかぶり厚さ45mm（2.0db），db：鉄筋呼び名の値

表3　使用材料の強度試験結果
（a）コンクリート
σB（N／mm2）εCO（×10－3）Ec（kN／mm2） σt（N／mm2）

38.1 2.12 32.1 2.87

σB：実圧縮強度，εCO：σB時ひずみ
Ec：ヤング係数，σt：割裂強度

（b）鉄筋
使用部位 鋼種 呼び名 σy（N／mm2） σu（N／mm2） 伸び（%）

梁主筋 SD490 D22 532 756 16

柱主筋 SD390 D19 449 654 19

梁，柱横補強筋 KH685 K10 719 891 17

接合部横補強筋，定着部拘束筋 SD295 D10 338 479 31

かんざし筋 SD295 D10 351 492 30

σy：降伏点，σu：引張強さ
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表1中の接合部余裕度は，コンクリートの圧縮強度σB

および鉄筋の降伏強度σyを用いて算定した。

各試験体ともに,コンクリート目標圧縮強度Fc 36N/

mm2，梁主筋鋼種SD490，柱主筋鋼種SD390，梁，柱

横補強筋鋼種KH685，接合部横補強筋鋼種SD295，定

着 金物はKISI-CON定 着 鉄筋2）とし，梁せいDg＝
450mm，下階柱せいDc1＝450mm，上階柱せいDc2＝
375mm，上階柱の絞り寸法e＝梁せいDg/6＝75mmとし
ている。

図5に示すように，上階柱主筋の定着長さℓacは，RC配
筋指針3）9.3節（2）と同様，梁下面から15dbとなるように，

L＝Dg＋15db＝450＋15×19＝735mmとし，Dc2≧Laoの条
件より，梁上端筋を機械式直線定着としている。Dgは梁

せい，Lao＝指針式（8.1）の梁上端筋必要定着長さℓgo＋
SABTEC指針8.1節（3）の最小背面かぶり厚さCb，また，

Fc＝36N/mm2，梁主筋SD490，呼び名D22に対して，
SABTEC指 針 の 解 表8.1（b）より，ℓgo＝14db＝14×
22＝308mm，Cb＝67mm，Lao＝308＋67＝375mm，
梁上端筋定着長さℓag2＝308mmとしている。
表1に示すように，試験体OE-W1,IE-W1では，梁曲げ

降伏後の接合部せん断破壊型を想定し，接合部余裕度

gQju/gQmuを1.1程度とした。また，試験体OE-W2，IE-�

W2では，表2の定着部拘束筋への引張力伝達係数γHc

を踏まえ，梁曲げ降伏後の変形性能の向上を期待し，定

着部拘束筋を配置した。

本実験では，図6に示すように，油圧ジャッキを用いて
軸力載荷側に加えた柱軸力Ncを一定に保持した状態で，

柱の反曲点位置をピン・ローラー支持し，押し引き型油

圧ジャッキを用いて梁の反曲点位置に正負繰り返しせん

断力を加力している。

■実験結果および考察

各試験体の梁せん断力Qg－層間変形角R関係を図7，
試験体OE-W1,W2とIE-W1,W2の正負加力時基準化梁

せん断力Qg/gQmu－層間変形角R関係包絡線を図8，所
定時部材角（R＝＋30×10－3rad）時の接合部せん断ひ
び割れ状況を写❶に示す。
図7中には，最大耐力Qmax，限界層間変形角R80およ

び主な発生現象を示し，図8中には，各試験体の接合部

耐力余裕度λp＝gQju/gQmuを併記した。

gQjuは接合部終局耐力時梁せん断力，gQmuは梁曲げ

耐力時せん断力，R80は耐力がQmaxの80％低下時の限界
層間変形角実験値であり，写❶中には，正加力所定時の

最大ひび割れ幅を併記した。

図7に示すように，各試験体ともに，R＝＋4.8～＋7.5×
10－3rad時に接合部横補強筋の引張降伏（JHY），R＝－
8.5～－9×10－3rad時に梁下端筋の引張降伏（LBTY）
後，梁上端筋の引張降伏（UBTY）およびOE-W2以外

の上柱主筋の引張降伏（UCTY）が発生し，R＝15～
20×10－3rad時に最大耐力Qmaxに達した。
また，写❶に示すように，R＝＋30×10－3rad時には，

定着部拘束筋あり試験体OE-W2，IE-W2の接合部せん

断ひび割れ幅wpは，定着部拘束筋なし試験体OE-W1，

IE-W1よりも小さい。

図8に示すように，正負加力時平均耐力安全率Qmax/

gQmuは，試験体OE-W1,W2では1.07, 1.09，試験体IE-

W1,W2では1.10, 1.13であり，正負加力時平均限界層間

変形角R80は，試験体OE-W1,W2では36.8，41.3×10－3 

rad，試験体IE-W1,W2では33.0, 36.5×10－3radであ
る。これらより，試験体OE-W1,W2，IE-W1,W2ともに，

破壊形式は梁曲げ降伏後の接合部せん断破壊型とした。

■終局耐力および変形性能

1）検討方法

本検討では，上階柱絞りなしト形接合部5）と同様，図9
の応力状態を考慮し，式（1）の接合部終局耐力時梁せ

ん断力gQju，式（2）の梁曲げ耐力時せん断力を算定し，

gQju/gQmu≧1の場合が梁曲げ破壊型，gQju/gQmu＜1の
場合が接合部破壊型とする。

ℓag≧（3/4）Dcの時，gQju＝min（gQpu,gQau）
ℓag＜（3/4）Dcの時，gQju＝min（gQpu,gQau,gQcu）（1）

gQmu＝2Mu/ℓo, Mu＝Tgy・jtg, Tgy＝Σat・σy （2）

また，表4に式（3）～式（5）の側面剥離定着耐力，掻
き出し定着耐力，接合部せん断耐力時梁せん断力と実験

値を示す。

・側面剥離定着耐力Tau時の梁せん断力：

gQau＝2ΣTau・jtg/ℓo （3）

・掻き出し定着耐力Tcu時の梁せん断力：

gQcu＝2Tcu・jtg/ℓo （4）
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図5　上階柱絞りト形接合部配筋詳細
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表1中の接合部余裕度は，コンクリートの圧縮強度σB

および鉄筋の降伏強度σyを用いて算定した。

各試験体ともに,コンクリート目標圧縮強度Fc 36N/

mm2，梁主筋鋼種SD490，柱主筋鋼種SD390，梁，柱

横補強筋鋼種KH685，接合部横補強筋鋼種SD295，定

着 金物はKISI-CON定 着 鉄筋2）とし，梁せいDg＝
450mm，下階柱せいDc1＝450mm，上階柱せいDc2＝
375mm，上階柱の絞り寸法e＝梁せいDg/6＝75mmとし
ている。

図5に示すように，上階柱主筋の定着長さℓacは，RC配
筋指針3）9.3節（2）と同様，梁下面から15dbとなるように，

L＝Dg＋15db＝450＋15×19＝735mmとし，Dc2≧Laoの条
件より，梁上端筋を機械式直線定着としている。Dgは梁

せい，Lao＝指針式（8.1）の梁上端筋必要定着長さℓgo＋
SABTEC指針8.1節（3）の最小背面かぶり厚さCb，また，

Fc＝36N/mm2，梁主筋SD490，呼び名D22に対して，
SABTEC指 針 の 解 表8.1（b）より，ℓgo＝14db＝14×
22＝308mm，Cb＝67mm，Lao＝308＋67＝375mm，
梁上端筋定着長さℓag2＝308mmとしている。
表1に示すように，試験体OE-W1,IE-W1では，梁曲げ

降伏後の接合部せん断破壊型を想定し，接合部余裕度

gQju/gQmuを1.1程度とした。また，試験体OE-W2，IE-�

W2では，表2の定着部拘束筋への引張力伝達係数γHc

を踏まえ，梁曲げ降伏後の変形性能の向上を期待し，定

着部拘束筋を配置した。

本実験では，図6に示すように，油圧ジャッキを用いて
軸力載荷側に加えた柱軸力Ncを一定に保持した状態で，

柱の反曲点位置をピン・ローラー支持し，押し引き型油

圧ジャッキを用いて梁の反曲点位置に正負繰り返しせん

断力を加力している。

■実験結果および考察

各試験体の梁せん断力Qg－層間変形角R関係を図7，
試験体OE-W1,W2とIE-W1,W2の正負加力時基準化梁

せん断力Qg/gQmu－層間変形角R関係包絡線を図8，所
定時部材角（R＝＋30×10－3rad）時の接合部せん断ひ
び割れ状況を写❶に示す。
図7中には，最大耐力Qmax，限界層間変形角R80およ

び主な発生現象を示し，図8中には，各試験体の接合部

耐力余裕度λp＝gQju/gQmuを併記した。

gQjuは接合部終局耐力時梁せん断力，gQmuは梁曲げ

耐力時せん断力，R80は耐力がQmaxの80％低下時の限界
層間変形角実験値であり，写❶中には，正加力所定時の

最大ひび割れ幅を併記した。

図7に示すように，各試験体ともに，R＝＋4.8～＋7.5×
10－3rad時に接合部横補強筋の引張降伏（JHY），R＝－
8.5～－9×10－3rad時に梁下端筋の引張降伏（LBTY）
後，梁上端筋の引張降伏（UBTY）およびOE-W2以外

の上柱主筋の引張降伏（UCTY）が発生し，R＝15～
20×10－3rad時に最大耐力Qmaxに達した。
また，写❶に示すように，R＝＋30×10－3rad時には，

定着部拘束筋あり試験体OE-W2，IE-W2の接合部せん

断ひび割れ幅wpは，定着部拘束筋なし試験体OE-W1，

IE-W1よりも小さい。

図8に示すように，正負加力時平均耐力安全率Qmax/

gQmuは，試験体OE-W1,W2では1.07, 1.09，試験体IE-

W1,W2では1.10, 1.13であり，正負加力時平均限界層間

変形角R80は，試験体OE-W1,W2では36.8，41.3×10－3 

rad，試験体IE-W1,W2では33.0, 36.5×10－3radであ
る。これらより，試験体OE-W1,W2，IE-W1,W2ともに，

破壊形式は梁曲げ降伏後の接合部せん断破壊型とした。

■終局耐力および変形性能

1）検討方法

本検討では，上階柱絞りなしト形接合部5）と同様，図9
の応力状態を考慮し，式（1）の接合部終局耐力時梁せ

ん断力gQju，式（2）の梁曲げ耐力時せん断力を算定し，

gQju/gQmu≧1の場合が梁曲げ破壊型，gQju/gQmu＜1の
場合が接合部破壊型とする。

ℓag≧（3/4）Dcの時，gQju＝min（gQpu,gQau）
ℓag＜（3/4）Dcの時，gQju＝min（gQpu,gQau,gQcu）�（1）

gQmu＝2Mu/ℓo, Mu＝Tgy・jtg, Tgy＝Σat・σy� （2）
また，表4に式（3）～式（5）の側面剥離定着耐力，掻
き出し定着耐力，接合部せん断耐力時梁せん断力と実験

値を示す。

・側面剥離定着耐力Tau時の梁せん断力：

gQau＝2ΣTau・jtg/ℓo （3）

・掻き出し定着耐力Tcu時の梁せん断力：

gQcu＝2Tcu・jtg/ℓo （4）

KG09R02四•2026/08/05 09:56

図5　上階柱絞りト形接合部配筋詳細
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図6　実験装置
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接合部せん断耐力Vpu時の梁せん断力：

gQpu＝2Vpu/｛（ℓo/jtg）－（ℓ/h）｝� （5）

ℓ：スパン長（柱心間距離），ℓo＝ℓ－Dc，h：階高
Dc：柱せい，jtg：梁上下主筋の重心間距離

接合部せん断耐力Vpuの算定では，靱性保証型指針式6）

と同様，接合部形状係数κを0.7，接合部有効せいDjを

梁主筋定着長さに等しいとした。

また，定着部拘束筋なし試験体OE-W1,IE-W1では梁

主筋定着長さℓag＝（308＋375）/2＝341.5mm，定着部
拘束筋あり試験体OE-W2,IE-W2では梁主筋定着長さ�

ℓag＝375mmとし，SABTEC指針式（6.1）で接合部せ
ん断耐力Vpuを算定した。

2）検討結果

gQmax/gQmu－接合部耐力余裕度gQju/gQmu関係を図
10に示し，gQmaxは最大耐力実験値，gQjuは式（1）の接
合部終局耐力時梁せん断力5），gQmuは式（2）の梁曲げ

耐力時せん断力を示す。

図10中，〇はSABTEC指針4.2節（2）1）の接合部せ

ん断力の検証実験値，●はKISI-CON当初実験値，●▲

は外面合せ，内面合せ柱絞り実験値を示す。既往の検証

実験値1）は，いずれも直交梁なし，直交梁の有無による補

正係数φを0.85とし，接合部余裕度の検討時には，側面

剥離定着耐力Tauおよび掻き出し定着耐力Tcuの低減係

数を乗じず，TauとTcuを算定した。

図10では，試験体OE-W1,W2，IE-W1,W2は梁曲げ

降伏後の接合部せん断破壊型と判別し，KISI-CON上階

柱絞り実験値は，SABTEC指針RC構造設計指針4.2節

（2）の既往検証実験値1）の範囲に入った。

また，R80－gQju/gQmu関係を図11に示す。R80は耐力
が最大耐力の80％低下時の限界層間変形角実験値であ
り，KISI-CON上階柱絞り実験値は既往検証実験値1）の

ほぼ下限となった。一方，内面合せの限界層間変形角実

験値R80は外面合せの場合よりも小さい。

以上より，上階柱絞りト形接合部の設計では，外面合

せ，内面合せともに，SABTEC指針4.1節（1）の接合部

耐力余裕度λp＝Vpuh/Vmuh≧1.1として，接合部せん断
耐力Vpuhを確保し，接合部横補強筋鋼種を下階柱横補

強筋鋼種と同じとすることで，梁曲げ降伏後の変形性能を

保証するとした。

本稿では，SABTEC指針（2026年）13.2節の上階柱

絞り接合部の規定，ならびに同規定の根拠とした上階柱

絞りト形接合部実験について紹介した。

（ますお　きよし）
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おわりに

表4　上階柱絞りト形接合部試験体の計算耐力と実験値

No. 試験体
計算耐力（kN） 接合部余裕度

cQmu
（KN）

cQmu
／gQmu

gQmax
（KN）

gQmax
／gQmu

gQmax
／gQju

R80
（／100rad.）

gQmu gQpu gQau gQcu gQju
／sQmu

gQpu
／sQmu

gQau
／sQmu

gQcu
／sQmu

1 OE-W1 291 327 427 399 1.13 1.13 1.47 1.37 596 2.05 312 1.07 0.95 3.68

2 OE-W2 291 359 460 462 1.24 1.24 1.58 1.59 662 2.28 316 1.09 0.88 4.13

3 IE-W1 291 327 427 399 1.13 1.13 1.47 1.37 596 2.05 319 1.10 0.97 3.30

4 IE-W2 291 359 460 462 1.24 1.24 1.58 1.59 662 2.28 330 1.13 0.92 3.65

gQju=min（gQpu，gQau，gQcu），上柱曲げ耐力時せん断力cQmu=533kN，下柱曲げ耐力時せん断力cQmu=664kN
試験体OE-W1，IE-W1のcQmu=（533+664）／2=599kN，OE-W2，IE-W2のcQmu=664kN

図9　ト形接合部の応力状態
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